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Sun Java Enterprise System (Java ES) 6は、以前の Java ESリリースと比べていくつかの機能が改善さ
れています。しかし、Java ES 6には、変更されずに引き継がれた機能や特質があるということも
また重要です。Java ES 6は、以前の Java ESリリースと同様に次の特長を備えています。

■ 所有コストを削減し、ライセンストラッキングと管理を簡略化するサブスクリプション
ベースの料金体系

■ 中小企業から大企業まですべての企業のニーズに対応できる、幅広い種類のサービス
■ さまざまなインフラストラクチャーニーズに対応可能なソフトウェア製品群
■ 特殊なビジネスニーズにも対応可能な機能を備えたスイートセット
■ 複数のオペレーティングシステムやさまざまなシステム仮想化テクノロジに対応

Java ES 6の新しい機能および特質には、次のものがあります。

■ 2ページの「新しいソフトウェア製品と既存製品の新バージョン」
■ 2ページの「新しいインストール方法」
■ 3ページの「幅広いプラットフォームでの相互運用性テスト」

新しいソフトウェア製品と既存製品の新バージョン
新しいテクノロジとツールに対応するため、Java ES 6では、以前の Java ESリリースに含まれてい
た一部の製品が差し替えられています。

■ Sun Java System Portal Serverの代わりに、Sunの次世代ポータルサーバープラットフォームであ
るGlassFish Web Space Serverが導入されました。Liferayオープンソースポータルプロジェクト
に基づいたGlassFish Web Space Serverを使用することにより、大企業や中小企業はさまざまな
Webベースソースや内部ソースから集めたアプリケーションとコンテンツを、統合されたカ
スタマイズ可能なポータルとしてWebブラウザ、キオスク、およびモバイルデバイス上に表
示できます。

■ Sun Java Studio Enterpriseと Sun Java Studio Creatorの代わりに、ソフトウェア開発者向けの優れ
たオープンソース統合開発環境であるNetBeansが導入されました。プロフェッショナルデス
クトップ、エンタープライズ、Web、およびモバイル用の各アプリケーションの作成に必要
なツールはすべて揃っています。また、Java言語、C/C++のほ
か、PHP、JavaScript、Groovy、Rubyといった動的言語も使用できます。

以前の Java ESリリースに含まれていた一部の製品は、Java ES 6で新バージョンが導入されていま
す。

■ Solaris Cluster (以前の Sun Cluster)
■ Sun GlassFish Enterprise Server (以前の Sun Java System Application Server)
■ Sun OpenSSO Enterprise (以前の Sun Java System Access Manager)
■ Sun Java System Directory Server Enterprise Edition
■ Sun Java System Message Queue
■ Sun Java System Web Server
■ Sun Java System Web Proxy Server

新しいインストール方法
以前の Java ESリリースでは、Java ESコア製品に共通のインストーラが使用されていました。こ
の共通インストーラは、シンプルな単一システムをインストールする場合などに適していました
が、欠点もいくつかありました。

■ 実行するにはスーパーユーザーとしてのアクセスが必要となり、インストールしたソフト
ウェアにはスーパーユーザー所有権が付与された。

■ 1つのシステムにつき 1つの製品インスタンスしか許可されなかった。
■ ネイティブパッケージのソフトウェアディストリビューションしかサポートされていな
かった。
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Java ESの堅牢性の高いエンタープライズ対応の配備では、このような欠点が、インストールタス
クを必要以上に複雑にしてしまうことがよくありました。

Java ES 6では、この共通インストーラが廃止され、代わりに Java ESの各製品のインストーラが使
用されています。各製品のインストーラは、その製品の機能に合わせて調整されているため、イ
ンストールエクスペリエンス全体が以前のリリースよりもスムーズになりました。

幅広いプラットフォームでの相互運用性テスト
信頼性、柔軟性、迅速な統合といった中小企業や大企業のニーズに対応するため、Java ESで
は、その最初のリリースからずっと、幅広いプラットフォームでの相互運用性テストを実施して
います。

Java ES 6では、このテストの対象範囲が以前のリリースよりも拡大しました。

■ より多くの製品を対象とした厳しい互換性/相互運用性テスト (Java System Suitesと Java ES Base
の製品を含む)

■ より多くの製品機能を使用し、多くの共通配備シナリオを対象とした配備テスト
■ より多くのプラットフォームを対象としたプラットフォームテスト (ネイティブと仮想化の両
方)

■ Solaris 10 Trusted Extensionの Java ESサポートを検証するプラットフォームテスト

この広範囲にわたる Java ESテストは、個別の製品ごとの厳しいテストを終了したうえで実施さ
れました。そのため、テスト対象は、製品の個別の機能が保証されているだけでなく、異なるビ
ジネスニーズに合わせて設計された複数の配備で、さまざなプラットフォーム上のほかの Java ES
製品に対する相互運用性も保証されています。
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